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北海道プロック
1 フ ロックの遅管動向
平成 12年 度の フ 0ン ク運営 に関 して 以 下 の こ とが協

議 報 告 された。 (於 :平 成 11年 度ブロ ンク研究会 )

に)北 崎 リーダー よ り 新 規事業計画をど理事会問係の報告
がなされた。
(2)2000年 全国大会につ いて 準 備委員会 よ り進ル状況が

報告 された。
(3)研 究活動の活性化 をはかるため、共同 (奨励)研 究助成

金に関す る内規 (栄)力 f提出され ネ 認された。
(4)通 宮委員の一部交代について協議された。新運営委員に

佐々木那子氏が決定 しため
(5)ブ 'ノ ク活動の活性化のため、外部に対 しての学会の存
在および活動内容の認知促進 と新会員の積極的効議の協力
がrFびかけ られた。
2 プ ロック研究会の活動報告
平 成 1 1 年度 ブ ロ ンク研 究 会 は 平 成 1 2 年 3 月 2 5 日

(■)、 か でる 2 7を 会場に 19名  (会 員 18名  非 全員 1名 )
が参加 して開催 された。研究

/―の内容 は以下の とお りであ
る。
C)議 演 :「 観光産業におけ る事務職の採用 と人fl有成J
加茶観光 rr式会社総務部次長安達文章氏

修)研 究報告 (3件 )

① 「札幌および近郊の企業における秘書馳の変遷J一 調査
研究計 rt Fの中間報告一  官 尾昌子 (函SR大谷女子短期大
学)、佐々木邦子 (北瓶道女子大学短期大学部)椿  切 美
(図牢院短期大学)和 国佳子 (北海道武蔵女子短期大学)
② 「学生の言葉づかいへの指導一学生の敬語に関する意識
について」jjll藤由紀子 (北海道文教短期大学)
③ 「自分 を省みるマインドと社会参画意欲をレ成する一演
習授業での試みJ北 崎 寛 (札幌国際大学短期大学部)

●)の安達民の議演では 事 務職  と りわけ女性従業員に求め

るIjg力のレベルアッブがはかられている実態や 最 近の新
入社 員併1夕の動 向などにつ いて事例 を変えなが ら語 られ

た。採用担当者の生の声か ら 編 大 大 学教育でなすべ き
ことが数多 く示唆された

セつ では 近 年の北海道における秘書職の実態把握 を行 うた

めの「TH査計画について中間報告 された。② では 短 大生の

敬語の使用についての意識調査結果が技態され 学 生たち
が 中 学 高 技時代 を通 して学校で も家庭で も敬語に関す

る教育を受1する機会がほ とんどないことや  本目手 との利害
の有 4HFを考 えなが ら敬語 を使用 している状況が報告 され

た。③では 「自己理解シー トJの 活用 とiE当教員のコン
ント添付により 学 生 教 員が双方向で展FT lする ・オフィ
ススタディーズ演習Jで の試みが紹介された。
米」ヒ海道ブロックから去

第 19回全国大会は 9月 7～ 8日  本し帆国際大学を会場に
して開催されます。北滋道ブロンタとしても 全 員の皆様に
ご満足いただける大会となるよう準備をすすめているところ
です。初私の北海道へ 多 数の皆様のお超じをお待ち申しあ
げてお ります (和国佳子記)

―

/唇/平成//年度ノ切

関東 ・東北ブロック
1 プ ロックの還曽動向
森脇道子会長の後を引 き継 ぎ 佐 藤啓子運営委員がブロッ

クリー″― とな り 新 たな 1年 が始 まった。これを機に以下
のことが 運 営委員会で決危 された。
位)2回 の会報は 「お知 らせJと して年 1回 の発行 とする。
修)従 来 会 設に研究全の発表内容 を描議 していたが 今 年

度か らは、研究会の発表内容 を知 りたい人は事務局へ中 し

込み (送料 は自己負担)事 務局か ら研究会の レジュ メを

送付する。
(3)ビ ジネス実務学会費を 2000円 14上げ したので 従 米の

アロック研究会費 1500円 は役収 しない。
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2 研 究会活動
神 27回 アロ !ク 研先合 は ヤ 成 12年 2'J18H(金 )高
Iな商il'VすVりぜ十の当岳技により l.llスカイホールに すジター

を含む S5人 の会 民が多"「して開llきツ■た。れ ―テーマ .21

‖!紀を渓ツ するビジネス実な抜市Jを 拍げ 全 国大会を前に
会民の意識 をⅢめ る場 とした。 ます 武 J号 ■其イitt R長の

す■ル  ス ケブュー ル乱HIか ら/riまり 99年 度 ,t同付F究 5チ
ームカ らの中間報告力!あり 引 き乱 き人IJけ[発ル1究所長nl Ⅲ

百,氏 による 1左半す る〕性r7ュ景l_とピデネス空" の 流irl.
に会ては'口  ′クリー ダーわ ら日本 ピナネス■務学 会キ11!L
J I会での決定 J十項 ブ ロ タ 研允会tr r  iチ員会での決定 」IJ j A

についてのⅢⅢうち り l L会 の工後には な が らく日束 末
Jし'ロ  ク 研究4に 責献 された森lj会長ヘブロ !ク リーイー

ⅢⅢ洋TRその′(ラ″)7 3と同昔券がプレゼ ン トされ  2人 の■1姿
いのエビツー トか‖ ヽれたが  そ れはまさにビナキス実務■
4の 原 tの 一=ま を聞 くようで ') . ,た 十 れは下記の,F充発
去がイiわれた (00は 98年度のサ(卜」川先00は 何人研究)
0 「 ピブネスのためのブレt'テ ーション学J(共 京家政半
l L大学 小 野塚久位)
0) 1,ト スピタリ テ ィ′)英l,彰 こ|(ネ 4PL tt r“!朝大学  ii閑
け英)

0 「 企世における研修体ネ作成とその進め方J(三井 BI上位
力開発セ ンター  リト上 止之〕力)

① 「航業状況のを化と実を教Tlの方向性J(高 nf高「十短期人

ヤ 大 古,ギ江)
ヨー L一 ブレイクの後のワー クショ ン'1よ

1変
化する実務

教育の新オ山を無 るJと いうテーマの もと す】下の 3人 の′ヾ

ネリストから現場のは告 を,打さ そ のた  テ ーマをめ くコて
の フⅢ,一ブディスカ ャションカ T' '■たゃ
水」,半 r t日 打製鋼株式会 社ステンレスヨi半小拘'

原出4[ J ( l l■大手し半株式合社情報 ラステム‖"
長合Ⅲ■■ (住1 /スⅢ…ェセ株式会社人すi卜秘Ⅲキ|

3  共 同研究活動
共 同‖■■li上小本11公ては 池 内赳ヤiけ ヽ夕 ■ 人H,式申|

務局貝を 'じに子Ⅲ■な古功 を展い門している と 共″Ⅲ よ いう
研究のとあ方 共 F・l " f■の材これ こ れ までのりt同付F究テ ‐ヤ

を剛子に よとめブロ ャク研夕と会長4長 t i爵じ付 し , (同 , Fクと'
一マの歩来 を1子ひかけている. 2月 の研究4千 はよの 5つ の

″れ一ブう`中r 5 ■件を行 ,た

0 「 市寺歓古劇い1になける生"故 tの 改羊″)ツチ山J青 扶"

0 「 |, rヽt内企業におけるコラボレーション 席 械J(■の
現,快と:呆.t!  |口 [!i

O  り 〔Jし地方 =お け るピナキ ス  | ,

計題 J  l hイ仰 1■r

O  ホ スL夕 'テ ィ
ーー|二十をお女ii″)とt"けJ

O fビ ジネスト!申1チ″)十tri J オ fと|と,3

クー ン'  7  1 H J 度″,

1 8 Ⅲ L りJ
( 1品‖I I■う・13 )

韓
子
氏

”
寺
子

氏

中部 〈東海 ・北陸)ブ ロック
「プロック運営委員会」の活動
当ブロ ィク,F究会は 言 凹■治先生 より島名が リーター を
引 きヤ性ぎ 運 き委員会の交告 をイ子い 2000年 を迎 えることと
なった 連 宮去員会は ア ロ ンクの活性化のため研究会のPfl
住および=〔同イ,F先によるJI)成'F究を推進 して きたが  今 イとと
ちTt t t極的な市勁 をは力 りたい

平成 10年度のFI F允会は 名 古庄市の 安 保 ホー ル |〔 平
成 12■ 1 , 1 6  7日 に'門l Iし , F究 発1共1 0本 と, キヽ充実 し

「プ ロック研究会」の開催
■年度 Ⅲr成 11■卜度)は  IF成 12 Ⅲ l月 6日 (イロ 7
日 (行)名 古庄駅訂jの 「安十■ホ… Ⅲ l〔 け腎十とされた 新 11

早々に もうかわらす12名 もの会唄のな加があった。今回は

新会員か 3名  さ ど,に】三陀 を 【ヽメっ'」し'ロ   タηF究会より″〉

ご々"Hもあ りおセ義な もの となった
'F先会は 新 ブロ ,り ″ヽ一■名正英nf L■の問鳩!及れに

た 3の ご占った。
と て  ■て,式II “F lkF (平 ル覧11 4F 5 '1 l F -12イ F 4 '1 11
1 の 延十チ員会のf岳助は 以 下の通 りであ る。

【I】 r成11年6Ⅲ 5日 (火)け  ヽ広 rti
l 年 れ手打〔
1)f成 11 12年 十々 の中前ブロ ック近十チ貝モ Hlについ

て
2 報 を■ ll

l)Ⅲ ‖ブ。 !ク け―′―の交代について
2)平 成 1l Ⅲヒ中‖3ラu ク "T究会について
' そ のlu
rJ ■JACB教 拭よ‖生J'成仰度Jに ついて

【H】 f成 121■l■ 6「 1方ヽ ,名 古r)
]子 乱 十項
1)平 成 11 li度 都 フ ロ ク "T究会について
せ)平 成 12イF度  ヤしフh]!ク ,F■ 会開催のコキ川  ll,Fr i
tt r,ヽヽて
3)!い iBフロ  タ llF先会のよ力成T充 |=ついて
41述 ltチ Rの ,L"「水 すとについて
i)大 Jの 迎官晏員会の間lFについて
? t42rj T・rli

t)JACB教 状法"i先助成について
(2)2000年 の合l■「大全について
(3)ブ 0″ ク 『会 r4x11↓子の獅典 発 イittFに ついて

(う名工大記)
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続いて総会が行われ 運 営委員会の報告や学会の動向、大期
ブ 'ノ ク研究会の全期 場 所 などの議案カギ市場一致で承認さ
れた。 また長 きにわた リリー ター として当ブロックの発展の
ためにご尽力 ご 指導 くださった吉出寛治先生への感謝の念
が共された。
研究発表は 第 1日 目は鎌 田和工先生 鈴 木和也先生、な
下llI子先生、大月表明先生 第 二 月日は島本み どり先生 藤
田達雄先生  北 鳩克輔先生 古 国由紀子先生のた くみな司会
に導かれ 次 の 10件 の研究発表があった。
①  印 本ビジネス実務■会 (JACB)助 成研究 「問題解決能
力開発のための教授法J(中 間報告)佐 々木怜子先生 "
口直子先生 刀切叫美樹先生 清 水たま子先生
② ブ ロック助成研究 「現代ビジネス環境における実態調
査J(報 告)回 口智子先生 明 瀬孫t子 先生 ― 柳達幸先
生 真 弓徳光先生
〇  「オフィスにおける実文化 コミュニケーション (lI)J
(報告)荒 サ恵美子先生 原 川力ず江先生 水 谷啓子先生
④  「社会体験読座 (学習 実 習)の ポイン トJ真 弓ね光先
生
⑤ 「インターンシ ンプに関する研究―束海四県を中心 とし
て一J戸 日昭正先■ 中 村健書 井 上 (安回)英 聖に先
生 西 "二 忘 F先 ■ 福 岡族治先生 加 藤宏美先生

⑥ r秘 書業務の効率化に関する諸要因の研究 (II)一 国語
表現の分 llT―J平 田格子先生 中 村健書 内 山伊知郎先
生 井 上 (安田)大 型佳先生 柴 山正先生 一 柳達幸先
生 石 川雅健先生 国 田千H子 先生 会 語真夫先生 福 岡
政治先生 カロ藤宏美先生
〇 「言葉づかいに関する学生の意識調査 ビ ジネス実務教
育の脱点でJ ttR恵 子先生
⑥  ス トロー ク ト レー‐ングによる自己表現力向上の試案
についてJ阿 じ料枝先生
① 「回文科の学生に教えるビジネス実務J織 圏善幌先生
⑩ 「ビジネス実務教育における導入教育の諜題J戸 日昭直
先生
これらの発表は、新 しい教育方法の方向性 を模索するも
の、実態調査報告あるいは教育現場の実践報告などと幅広い
内容で 専 門嶺域が複雑化 多 様化 している今 日の学問研究
推進のあり方 方 法の一端を垣問見る思いで大きなオJ歓を受
けた。
をお 第 一 日目には恒例のtR親会が催され 相 互の旧交を
温めたり 教 育 研 究の情報の変換 ま た研究発表者との質
疑応答などが続いた。とくに川口直子先生のエンタテナーよ
りが発揮された名司会で エ ネルギーカf会場に摘ち緑れてい
/ 。 (中村健韓記)

近畿ブロック
第 28回 ブロック研究会
第 28回 ブロック研究合は 19 9 9年 3月 2 1日 (日)大 阪国
際交流センターで 37名 の参加 を得て開催 され ました。
(共同研究発表〉では ① 「オフィスワー タとエ コロシー

活動― IS 0  1 4 0 0 1の認言にを受 け た企業の実際― Jと 題 し
笠原多Hヤ 先4(京 都短大)油 谷純ヤ先 /L (大 阪国際女子
短 大)中 "仲 子 先 生 (神,i女 子 大 瀬 戸 l tl大)に よ り
ISO 14001の認証 を受けた 3社 についてのエ コロジー活動の
報告 をいただ きました。② 121世 ネBの ビジネス行動指針 と
ビジネスに関す る高事教育の研究」は ホ 雄大郎先生 (大阪
キ リス ト教短大)掘 正久先生 (前四国大学)浮 日由子先生
(大阪キ リス ト教短大)河 原和秀先生 (樟産女子短大)に よ
り ″ 化す る企業環境に対 して高章教育の謀題 を検討 してい
たださました。
(価人研究発表)で は① 「ビジネス実務 と情報 リテランー
ーエン ドユーす主役の時代に求め られる情報 リテラシーー J
と題 し、杉 日乾伍先生 (妊路 日ノ本短大)が 短大の教授経験
を搭 まえて 情 報の収集 活 用 伝 達の重要性 を指摘 されま
した。更に、② 「就職活動におけ るビジネス実務活動の意義
―羽衣学困短期大学のアンケー ト調査 をもとに一コ と題 し
田中雅子先生 (ll衣学凹短大)が 企業のニーズ と短大の実務
教育の有効性について検証 され ました。
(分科会)で は 「 ビジネス実務教育の方法Jに ついて 2班 に
分かれ 実 務=と 秘書士 実 務教育  イ ンター ンシ ンプ等に
ついて教育現場の意見や提言事の変換 をしましため
第 29回 ブ ロック研究会
第 29回 ブロック研究合は 1999年 8月 28日 (■)、兵ほ県
立女性 センターで 28名 の参力「を得て 開 催 され ました。
く総合〉は相永弘之 ブロ ンクリー ター (女E路 工大)よ り
唐崎斉先生 (漫資女子短大)の 入院により相永先生が事務 取
り破い となった件 決 算報告 共 同研究 [笠原 多意子先生
(京者に短大)代 表のグルーブ と林雄太郎先生 (大阪キ リス ト
教短大)代 表のグループは継統 新 規は大雀久代先生 (近畿
大短大)中 村夫美子先生 (ブール学院短大)黒 田陵美先生
(望和短大)の 「ビジネス実務教育 におけるアウ トブ レース
メン ト」お よび擁賀憲彦先生 (大谷女予編大)日 中雅子先
生 (羽衣学国編大)の 「マ‐ ケッ ト本 リューに有効 を評イ西と
な りうるかJ]の 件 お よび第 19回 全国大会 の予告 (9月
7 8日 )の 報告があ りました。軌いて 兵 摩県立女性セン
ター副所長の永井格子氏より女性センターの活動紹介 を受け
ま した。話積は 1改正 勢女雇用機会均 等法 と今後 の女性労
働Jと 題 じ 兵 庫県女性少年室長の伊藤由紀子氏よ り均等法
の強化 と女性の活用について有益 な意見 をいただ きました。

くイロ人研究発表)は  ① 「キ リス ト教会の経営管理一経営
戦略としての ミッションー (ビジネス学研究第 3報 )」と題
じ 林 雄太郎先生 (大阪キリス ト教短大)ミ ンシヨンスクー

ルの性吉について提言されました。大に② 「経済白書に見る
戦後 日本経済と展望Jと 題 し 掘 工久先生 (前四国大)力【白
書の有効活用を主示されました。そして③ 「秘書ネ ントワ~

クー E―ma■&ホ ームベーンを媒介として一コ と題 じ 安 田
|し子先生 (四天工寺国際仏教大短大)カヤ秘書による秘書のネ
タトワークの重要性を指摘されました。   (河 原和英記)

中国 ・四国ブロック
1 9 9 9年度の主な活動は次の とお りです。
1 第 1 8回全国大会開催の担当
準備委員会を立ち LIす、 6月 5、 6日 に開催b
場所 i安 田女子短期大学

2 新 遅背委員 と事務局務転
総合での新ブロ ンクリー ター サ ブ リーターの承認に伴い

事務局 を彩転 した。
事 務 周 '安 出女子短期大学秘書科
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開催場所

〒 7310153 広 島市安佐南区安東 6131
T′F:082-878-9184

事務局担当表任者 i吉日 行 宏 (安田女子短期大学)
3 第 16回 中国 四 国ブロック研究会の開催
担 当 校 子松山束事短期大学 (責任者 :桐木陽子)
開 催 81平 成 11年 10月 16日 〈主)、17日 (日)

活動予定
運営委員会 会 報発行 共 同研究の立ち上げ
17回 研究会の準備 (岡山地区担当)

第 13,中 国 四 国ブロック会報の発イ子

発行 日 「平成 12年 3月 1日

発行部錬 220部

その他

発表者 :光 阿 延 幸 (福岡女子短期大学)
座 長 :井上 毒 海 (九州情報大学)
●位簿収行における LL活 用の一考奈」
発表者 :買̀松長由実 (香蘭女子短期大学)
司 会 「白川美知子 (中九)H短期大学)
●ビジネス実務の研究についてJ
発表者 :坂本 一 登 〈福岡女子短期大学)
座 長 :花崎 正 子 〈東筑索短期大学)
27回 研究会では、'け府 という土地柄により、観光産業振
興への取り組みの実情と課題、展望について、ご謡演いただ
いた。また、28回 研究全では 特 に、ビジネス実務教育に

姿 力‖ 者 :35名

研究発表 113件

4  第 6回 中国 四 国ブロッタ総全 (平成 ■ 年 1 0月 1 6 日

― 第 27蜘 禁 ―

松 山  ス カイホテル

期 日 :平産 11年 10月

運営委員会は 次 のように役割の分事化 を図ることとし
た。共同研究推進にかんしては、ブロック会報で応募を募っ
た 。

企画推進 :

①  ブ ロック研究会運営上の推進案の企画寿検討
会貝個人の研究推進、複合領域の共同研究推進
産業矛からの会貝募集企画 交 流策の検討

② ブ ロッタ研究会研究活動の促進策の企画案検討
ビジネス実務理論 実 務教育のあり方の検討

⑥ そ の他、関連事項の検討
ホームページの開設にあたリレイアウト企画案の作成
ブロ″ク研究助成の募集内容の検討

情報 広 報 :

①  ブ ロッタ会報の発行、立案 編 集作業
② 学 会 研 究会の広報活動 (産業界への募集活動の推進)

③  ホ ームベージの関設
共同研究推進
① 共 同研究のメンタ`

一募集および研究体制の雄定の検討
全国大学 短 期大学実務教育協会委託研究助成による
●ビジネス イ ンターンシップの教材共同製作」研究の

実現
なお 学 会会計年度の変更に伴い、アロック研究会会計年
度及び活動年度も変更する。従つて、1999年 度 2回 目の運

営委員会は、必要七タションのみ集まり、 4月 中旬に開催の

予定である。               (川 瀬啓子記)

(上))
〈議題 1〉 平成 10年 度事業報告
く議題 2〉 中国 四 国ブロッタ運営委員の選出について

学会の規定をもとに旧運営姿員会にて推薦された案につい

て説明され、満場一致でかけつされた。各運営委員の任期は
2年 となる。
く議題 3〉 平成 11年 度事業計画
ブロック選出理事者、事務局打合せ会
開 催 日 :平成 11年 8月 30日 (月)
開催場所 :広 島市中区
中国 四 国ブロック研究会運営委員会
,S l当 日 モ IFS比114■ 10月  16 日  (■)
開催場所 モスカイホテル (松山市)
第 6回 中国 四 国ブロッタ益会
開 催 日 :平成 11年 10月 16日 (■)
開催場所 :松 山スカイホテル (松山市)
第 16回 中四国ブロック研究会
開 催 日 t平成 11年 10月 16日 (土)17日 〈国)
開催場所 ,松 山スカイホテタレ 松 山市三番町 891

中国 四 国ブロック研究会迎首委員会
開 催 B:平 成 11年 10月 17曰 く日)
開催場所 :ス カイホテル (松山市)

1 ブ ロックの運営動向               i
平成 11年度の運営委員会において、第 27回、第 28回 ブ
ロッタ研究会の開催場所、日時、発表者等を決定し、またブ
ロッタ会報の編集 発 行を行 った。
また、平成 11年 6月 の全国大会機会で、ブ'ッ クリ‐ /

吾縛 署吾ラ客守少蓮誓婆資百露蟹者優塗モたF。
このや

2 研 究会活動  ‐

2  E I ( ■)
(,CtH,1ヒUR)場  所 :別府 ホテル清風

出席者
研究発表
・ベ ンチャ
発表者
座 長

「沖縄県に

発表者
座 長
●能力主義と能力」
発表者 :杉原 英 夫 〈九州共立大学)
座 長 :室井 廣 ― 〈東筑索短期大学)
蒔演

15名

―企業のマネジメン ト戦略」
増 日 幸 一 〈九外共立大学)
藤村やよい く久日米信愛女学院短期大学)
おけるフリー  ト レー ド ゾ ーン構想の研究」
大残 智 美 (沖縄女性研究者の全)
中村美代子 (純心女子短期大学)

関する発表が多かった。 (光岡延幸記)

「地域の観光産業の活性化について」
別府料鉄協同組合理事長  深 藻 俊 夫
司 会 モ白川美知子 〈中九州短期大学)
嚇 卒   |― 身F28

期   日

場  所
出席者

平成 12年 2月 19日 (土う
天棟幸ビル 〈福岡市中央区)
22名

研究発表
「企業経営における ●未来学Jに 関す る一考察」
発表者 :北原 康 司 〈佐質女子短期大学)
座 長 i三井 康 一 (東筑紫短期大学)
●コミ‐ニケーションリテラシーについての一考察」
発表者 i松原 弘 美 (とューマンデザイン研究所)
座 長 i中村実代子 (純心女子短期大学)
●情報機器利用による課題遂行の際の今 日的指導についてJ
発表者 「木原すみ子 (九ll麓谷短期大学)
座 長 :杉原 英 夫 (九りⅢ共立大学)
・情報化の進展と新 しい企業形態J
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【北海道】
「学生の言葉づ力いへの指単一学生の敬語に関する意識についてJ

加藤由紀子 (北 海 道 文 教 短 期 大 学)
1自分を省みるマイン トと社会参画意紙 を形成する R習 投業での試みJ

北海  寛 (本L颯 国際大学短期大学 部)

【問束 東 北】
「ピジネスのためのブレゼ ンテーション学す

小野塚久枝 (東 京 家 政 学 院 大 学)
阿部 康 子 (山 形 女 子 短 期 大 学)
的培 桂 子 (日 米  全  話  学  院 )
差を川寿実夫 (秋田経済法科大学短期大学部)
大島   武 (東京工妻大学女子短期大学rF8)
小川 行 子 (東 京 経 営 短 期 大 学)

「ネスピタリティの実践研究J古 問 博 業 (霧 悦 女 子 短 期 大 学)
金子 手 予 (文 型 情 報 短 期 大 学)
垂石 争 与 (鶴 見 大 学 短 期 大 学 部)
田村  尚 子 (東京工芸大学女子短期大学)

「企業にわける研修体系形成 とその進め方J
井上良之助 (三井海上能力開発セングー)

略 芸形態の変化 と突務教育の方向性J
大官 智 江 (高 崎 協 ■1短 期 大 学)

【中部 (東海 北 陸)〕
「現代 ビンネス環境における実態調査J

ロロ 智 子 (末 海 産 業 短 期 大 学)
明瀬 純 子 (浜 松  短  期  大  ,)
一柳 遠 幸 (一 ど 女 子 短 期 大 学)
え弓 籠 光 (高 田  短  期  大  学 )

「オフィスにおける央丈化コ ミュニケー ション (II)J
荒川志装子 (回摯院大學 栃木短期文字)
原,いかす江 (蒼士フとニ ンクス短期大学)
水谷 啓 子 (一 宮 女 子 短 期 大 半)

r社全体魔講座 (学習 実 習)の 下イン トJ
真弓 箱 光 (高 E 短  期  大  学 )

「インターンシ ンプに関する研究― 東海四県を中心 として一コ
戸国 昭 直 (浜 松  短  期  大  学 )
中村 使 番 (静岡県立大学短期 大学部)

井上 く安田)英 理佳 (静岡県立大学短期 大学部)
西川二恵子 (■ 佐 女 子 短 期 大 学)
福岡 欣 治 (諄岡県立大学短期大 学部)
加藤 宏 業 (静岡県立大学短期大学部)

「fr書業務の幼■化に関す る諸要因の研究 (■)一国語表現のれ
平臼 祐 子 (近 鶴 大 学 短 期 大 学 部)
中村 億 薄 (静岡県立大学短期 大学部)
内山伊知郎 (同  意  社  大  学 )

井上 (空日)英 理住 (傍岡県立大学短 ltg大学部)
柴山  正 (名古屋女子大学短期大学部)
一柳 退 宰 (一 言 女 子 短 期 大 学)
石川 雅 径 (名古屋文化女 子短期大学)
団田千志子 (金 沢 学 院 短 期 大 学)
宗猛 真 夫 (同  忘  社  大  学 )
福岡 欣 治 (静岡県立大学短期 大学部)
加露 宏 実 (静岡県立大学短期大 学部)

「言葉づ力いに関する学生の意融詞卒  ピ ジネス実務教者の視 点でJ
相臼 忘 子 (名古屋女 子南科短期 大学)

「ス トロー ク ト レー‐ングによる白巴表現方向上の試案について」
問野  規 技 (寓 山 穏 祉 短 期 大 学)

「国文科の学iに 教えるビジネス実移J
繊国 書 幌 (長 岡  短  期  大  学 )

.ビンネス実務教育における導入教育の課題J
戸田 昭 直 (rFR 松  短  期  大  学 )

【近建】
「オフィスワー クとエ ヨロジー活動― IS0 14001の 認証 を受けた企業の
実際―J          笠 原多意子 (京 都  短  期  大  学 )

油谷 純子 (大阪 国 際 女 子 短 期 大 学)
中川 伸 子 (神戸女子大漸 F t短期大学)

「夕1せ 紀の ビジネス行動指 Sと ピシネスに関す る高等教育の研究J
林  控 太郎 (大腹 キ リス ト教 短 期 大 学)

堀   正 久 (前  四   国  大  学 )

浮 国 白 子 (大阪 キ リス ト教 短 期 大 学)

高R和 英 (穂 蔭 安 子 短 期 大 学)
「ビンネ ス実務 と情報 リテランーー エ ン ドユーす主役 の時代 に求め られ

る情報 リテ ランーー J    杉 国 乾 五 (姫 路 Hノ 本 短 期 大 芋)
.就職活動 におけ るビジネ ス実協活動 の意義一羽衣学 四編期大学のア ン

ケー ト記者 をもとに一 J   口 中 雅 子 (羽 衣  短  期  大  学 )
「キ リス ト教 会の楢告管理一社 営岐噂 としての ヽ″シ ョンー (ビジネス学
研究第 3報 )J       林  雄 太郎 (大阪 キ リス ト数 短期 大 学)
1極斎 白書 に見 る戦後 日本tr済 と展望 J

堀   正 久 (月1 四  国  大  学 )
「紹書 ネ ットワー クー E―man&ふ ―ムペー ジを媒介 として一 J

費田 礼 子 (四天工寺国降2数 短期大学 )

【や日 四 国】
「就職への心権え割りJ 否   秀 回親 (マ  ツ   タ 団

団

財

財案屋 仁 業 (マ  ツ   グ
「導入教育への試み大学 と高花 のアー ティキュレ

ー ションJ
磯田 三 子 (安 田 女 子 短 期 大 学)

「ピジネス理論研究の展開可能に関す る握言― ビジネス基礎力 ち応用ヘ
の展開ブロセスに向けてコ  今 林  宏 典 (県 大 学 短 期 大 ■ 部)
「ロールブレイを中 ことしたビジネス実務教育一短 期大学での取 り組み
一 (霊告 )J 石井 三 意 (広 島 女 子 商 編 期 大 学)

田村  久 業 (広 島 女 子 南 短 期 大 学)
「人事考課の じ型的影響J  川 瀬 啓 子 (安 田 女 子 短 期 大 学)
「矢字数百 とアン トレフ レすの ビンネスブラン作成について一 インター

ンシ フイ実施による実字弦育の取 り組み― J
山本 慶 子 (香 " 短  期  大  学 )

唯 世昔型のキーワー ドー BHs ness Management“ key ttroltls A―ZJ
編  正 久 (前  四  国  大  学 )

「女性社貝の応用の実態 ど短夫教市の展望― 香川県の事業所 を対象 とし
たアンター ト調至 をもとに一 J

山野 邦 子 (高 松  短  期  大  学 )
佃  畠 道 (高 松  短  期  大  学 )
藤井 寝 子 (高 松  短  期  大  学 )

「学生の敬語に対する学生の意識についてJ
渡辺 和 枝 (松 山 東 雲 短 期 大 学)

「大等 とビンネスコ     森 真 俊 二 (松 山 束 雪 短 期 大 学)
「次世代のポランティアー仕事 とポランティアにおける楽 しさの価忙― J

粗 口 紀 子 (梅光女学院大学短期大学部)
「コンピュー タの発達 どg本 の ビジネスII―セブン イ レブン シ ャタ`
ンの事杉j研究拘 川鞘 淑 子 (山 FB学 園 短 期 大 学〉
「rビツネス イ ンターンシ ンブJの シラフ(ス共同研究 と教材共同開発一

ネ ′トワー ク上における数材の共有化 と共同開発の有効性及び教授法 と
してのマルチンティア環境活用の可能性 を探 る事例研究拘

姿原  収 (広 島 女 学 院 大 学)

【九州 沖 縄】
「ベ ンチャー企業のマネシンン ト戦略J

増国 毒 ― (九 州  共  立  大  学 )
「ⅢⅢ縄におけるフ リー  ト レー ド /― ン構想効 F究コ

大城 智 業 (沖 縄 女 性 析 究 者 の 会)
●能力主義 と能力J     杉 原 英 実 (九 州  共  立  大  学 )
昨 業進廿にお する 「来来ⅢJに 関する一考察J

北原 庶 司 (佐 父 女 子 短 期 大 半)
「]ミ ュ‐ケーションけテランーについての一考努J

松原 弘 奏 (ヒューマンテす イン研究所)
「情報機器利用による辞題進行の際の今 日的指導についてJ

末原すみ子 (ブL)H槌 谷 短 期 大 学)
「情報化の進展 と新 しい企業形HLuコ

光闘 延 幸 (福 岡 女 子 短 期 大 学)
「敏話習得における とし活用の一考努J

員J松に由桑 (子 南 女 子 短 期 大 学)
「ビジネス実務の'「究について J

板本 一 室 (福 岡 女 子 短 期 大 学)

日本ビジネス実務学会セミナーについてのお矢Eらせ

当初 2000年 9月 6日 に開催 を予定 してお りました ビジ
ネス実務研1多会は、 3月 に開催 された常任理事会にて中止
す ることが決 まり、かわ りに下記の二つのセ ミナー を開催
することにな りました。正式を案内は 7月 頃にご送付いた
します。 ご参カロのほどよろしくお願 いいたします。

くビジネス実務教育指導法セ ミナー〉
日程星 i   2000F「 12月  16 日 (■)―ヤ17 日 (日) (二Fテ=)
会場 i  未 定

くプ レゼンテーション教育指導法セ ミナー)

第 1 回目
日i呈

会場

第 2 回 日
日程

会場

をとミナー

2 0 0 1年 2月 2 1日 (上) - 2 2日 (日) (予 定)
未定

2001■12月  23 日 (■)～24 日 (日) (二F矢=)
未定
の費用 : 学 会員 ¥4 0 0 0 0 (非 会員 ¥5 0 0 0 0 )

費用には 2日 間のテキス ト1  ヽ昼 食
代がを まれ ます。宿泊費は含 まれて
お りませため
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